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第
36
回

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 3 年 11 月 1 日現在 
                        (    ) は前月比

　

今
回
は
、八
幡
を
代
表
す
る
商
人
・

西
川
甚
五
郎
家
か
ら
、
11
代
西
川
甚

五
郎
重
威
、（
以
下
「
11
代
甚
五
郎
」）

を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
も
東
京
・
日
本
橋
に
店
を
構

え
る
西
川
甚
五
郎
家
が
、
江
戸
に
進

出
し
た
の
は
元
和
元
（
１
６
１
５
）

年
、
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
家
が
滅
亡

し
た
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
の
主
力

商
品
は
畳
表
で
し
た
が
、
２
代
目
甚

五
郎
が
行
商
の
道
中
の
山
あ
い
で
見

た
木
々
の
美
し
さ
よ
り
作
成
し
た
も

え
ぎ
色
で
赤
縁
の
蚊か

帳や

が
、「
近
江

蚊
帳
」「
八
幡
蚊
帳
」
と
名
付
け
ら

れ
大
ヒ
ッ
ト
し
主
力
商
品
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
な

る
と
、
同
じ
近
江
の
長
浜
な
ど
で
作

ら
れ
る
「
浜
蚊
帳
」
な
ど
新
興
勢
力

に
押
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

選
定
・
購
入
も
自
ら
が
行
い
ま
し
た
。

同
9
年
、
八
幡
東
学
校
の
新
築
が
決

定
さ
れ
る
と
、
11
代
甚
五
郎
は
自
ら

京
阪
地
方
の
先
進
的
な
学
校
建
築
を

視
察
し
、
擬
洋
風
の
モ
ダ
ン
な
校
舎

の
建
設
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
建

物
は
、
現
在
も
「
白は

く

雲う
ん

館か
ん

」（
市
登

録
文
化
財
）
と
し
て
日ひ

牟む

禮れ

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

鳥
居
前
に
往
時
の
姿
を
と
ど
め
て
い

ま
す
。

　

11
代
甚
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る
西

川
甚
五
郎
家
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、

大
杉
町
の
西
川
甚
五
郎
邸
内
に
今
年

10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
西
川
甚
五
郎

本
店
史
料
館
（
入
館
料
無
料
）
で
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
代
化
へ
向
け
た
改
革
を
行
い
、
発

展
に
つ
な
げ
た
の
が
、
11
代
甚
五
郎

で
す
。
明
治
に
入
る
と
、
蚊
帳
に
つ

い
て
は
八
幡
町
に
蚊
帳
製
織
工
場
を

新
設
し
、
畳
表
に
つ
い
て
は
大
阪
支

店
に
続
い
て
生
産
地
の
尾
道
（
広
島

県
）、
大
分
、
杵き

築つ
き

（
大
分
県
）
に

支
店
を
設
け
て
仕
入
れ
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
蚊
帳
は
夏
季

の
需
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く

寝
室
で
使
わ
れ
、
冬
季
に
需
要
の
あ

る
ふ
と
ん
の
取
り
扱
い
を
東
京
・
京

都
・
大
阪
の
大
都
市
で
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
経
営
強
化
と
主
力
商
品
の
転

換
に
よ
り
、
西
川
家
は
新
時
代
に
も

安
定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

11
代
甚
五
郎
の
活
躍
は
、
商
売
だ

け
で
は
な
く
地
元
へ
の
貢
献
も
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
八
幡
銀
行
（
現
・
滋
賀
銀
行
）
の

開
行
や
、
海
外
で
の
生
糸
の
需
要
に

合
わ
せ
た
八
幡
製
糸
株
式
会
社
の
設

立
な
ど
を
し
て
地
域
産
業
の
近
代
化

に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
面

で
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
明

治
6
（
１
８
７
３
）
年
八
幡
東
学
校

開
校
の
際
に
は
、
東
京
か
ら
教
師
を

呼
び
寄
せ
、
近
代
的
な
教
育
を
施
そ

う
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
教
科
書
の

西
川
西
川
甚甚じ

ん

じ

ん

五五ごご

郎郎ろ

う

ろ

う

重重し

げ

し

げ

威威た

け

た

け

総数　82,157 人     (-  63)
男　　40,376 人     (-  34)
女　　41,781 人     (-  29)
世帯　34,732世帯 (-  19)

※外国人住民 (42 か国・地域／ 1,603 人 ) を含みます。

近
江
八
幡
偉
人
伝
⑨

近
江
八
幡
偉
人
伝
⑨

　
　
―

　
　
―
発
想
の
転
換
と
地
域
貢
献

発
想
の
転
換
と
地
域
貢
献

　
　
　
　

　
　
　
　
理
知
に
富
ん
だ
八
幡
商
人

理
知
に
富
ん
だ
八
幡
商
人
――

西川甚五郎本店資料館（内部）

西川甚五郎本店資料館（外部）


